
淡路市長　　　　　　　　様

申請者 住　所 　淡路市■■●●番地

氏　名 　淡路　太郎 　　　㊞

電　話 　0799-●●-●●●●

　下水道法第１６条の規定に基づき関係書類を添えて、下記のとおり申請します。

住 所

氏 名 電　　話

担 当 者 携帯電話

本 管 　φ　　　　　mm Ｌ＝　　　　　　　ｍ

人 孔 １号 箇所

楕円 箇所

塩ビ製 箇所

　その他（　　　　　　　） 箇所

取 付 管 　φ　150mm Ｌ＝　1.5ｍ 〔 1箇所　〕

公 共 桝 箇所

●.● ｍ （車道幅員　●.●ｍ　　歩道幅員　　　　　　ｍ）

　無　・　有　〔　水道工事　・　その他（　　　　　　　）　〕

　　　　〔業者名：株式会社■■■建設　　連絡先：　0799-●●-●●●●　〕

　位置図・平面図・縦断図（本管布設の場合）・横断図・構造図・舗装復旧断面図

　・公共桝設置位置図　・現況写真・登記事項証明書（写し可）・公図（写し可）・工事費明細書

　・委任状・公共下水道設置承諾書・工事打合簿（下水道管理者、道路管理者等と事前協議を行った場合）

　　おいて責任を負います。

　・本申請に係る工事によって生じた問題、紛争等については、当方が責任をもって解決し

　　ます。

国 道

県 道

市 道

そ の 他

　※印の欄は記入しないこと。

施 工 理 由    家屋建築箇所に公共汚水桝が設置されていないため

添 付 書 類

　・その他淡路市が必要とする書類

施 工 区 分 新設　・　移設　・　撤去　・　その他（　　　　　　　　　）

施 工 期 間 平成●●年●●月●●日　～　平成●●年●●月●●日

施
工
者

　　淡路市■■●●番地

記載例

下水道施設工事施工承認申請書（下水道法第１６条関係）

平成●●年●●月●●日

施 工 箇 所 淡路市生穂新島8番地

敷 地 面 積

　090-●●●●-●●●●

　0799-●●-●●●●

 　 ■■　■■

　　株式会社■■■建設

㎡●●●.●

1

番　　　号

淡下発第　　　　　　号

誓 約 事 項

　・本申請に係る工事によって第三者または淡路市に損害を及ぼしたときは、すべて当方に

※整理（許可） ※備　　　　　　　考 ※受　　　　　付

施
　
工
　
数
　
量

道 路 幅 員

舗 装 種 類 　・アスファルト　・コンクリート　・砂利　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

他 の 掘 削 工 事

　・誓約書（公共桝等撤去の場合）

予定工事期間を

必ず記載してください。



整理番号

処理区名

設置場所

○
　Ｌ２＝（　1.5　）ｍ

側溝

Ｌ１＝（　12.5　）ｍ
　上流人孔 下流人孔

No■●● ● ● No■●●

Ｌ＝（　30.0　）ｍ

側溝

平成●●年●●月●●日

住所 淡路市■■●●番地

氏名 株式会社■■■建設 ㊞

※既設人孔ナンバーは、事前に下水道課で管理台帳図を確認の上、必ず記載してください。

※図面中の寸法は以下のとおりです。（小数第２位まで記載）
　　Ｌ＝人孔間距離
　　Ｌ１＝上流側人孔の中心から取付管中心までの距離
　　Ｌ２＝本管中心から公共桝中心までの距離

※公共桝の蓋種別を〇で囲んでください。

記載例

施 工 年 月 日

工事施工業者名

公　共　桝　設　置　位　置　図

　淡路市生穂新島8番地

桝蓋種別（ 塩ビ製 ・ 鋳鉄製 ）

本管の中心から公共マスの中

心までの距離を記載してくださ

事前に下水道課にて確認

の上記載してください



記載例 

公共下水道施設設置承諾書 
 

 

淡路市長    様 

 

 

淡路市 生穂新島 8 番地 の私有地に 淡路 太郎 が設置する下水道施設について、下

記事項を承諾します。 

 

 

１．下水道施設の設置に伴う私有地の掘削及び占用すること。 

２．下水道施設の維持管理のため、維持管理関係者が私有地への立ち入り並びに修繕、改良

等の工事を行うこと。 

３．使用期間は、下水道施設存置期間とし、使用料は無償とすること。 

４．下水道施設を淡路市に引き継ぐこと。 

５．下水道施設の維持管理等に支障を及ぼす工作物等を設置しないこと。 

６．土地所有権を変更するときは、承諾内容を継承させること。 

 

 

平成●●年●●月●●日 

 

 

土地所有者 

住 所 淡路市■■●●番地 

氏 名 ■■ ■■      ㊞ 

施工箇所 

申請者名 



誓約書 
 

 

淡 路 市 長  様 

 

 

淡路市 生穂新島 8 番地 の私有地における下水道施設の撤去について、下記事項を誓約

します。 

 

１．下水道施設の撤去について、土地所有者の負担とすること。 

２．下水道施設を再度設置する際は、土地所有者の負担とすること。 

３．土地所有権を変更するときは、上記内容を継承させること。 

 

 

平成●●年●●月●●日 

 

 

土地所有者 

住 所 

氏 名            ㊞ 

記載例 

施工箇所 



記載例 
 

委 任 状 
 

 
平成●●年●●月●●日 

 
淡路市長     様 

 

 
申請者 住 所 淡路市■■●●番地 

氏 名 淡路 太郎     ㊞ 

 

 

 
 私儀、都合により下記の者を代理人と定め、次の権限を委任します。 

 

 
  代 理 人  住 所  淡路市■■●●番地 

        氏 名  株式会社■■■建設  ■■ ■■（担当者氏名） 

 

 
  委任事項  下水道法第１６条に基づく工事に係る事務一式 

 

 
  工事箇所  淡路市生穂新島 8番地 



副課長 課長補佐 係

㊞

□その他（　　　　）

淡路市都市整備部下水道課

□その他（　　　　）

※２部提出すること。

（下水道法第16条申請用）

発 議 者
住　所  淡路市■■●●番地

氏　名 　㈱■■■建設　　■■　■■

課長 係長

工　事　打　合　簿

施工場所 淡路市生穂新島８番地 発議年月日 平成●●年●●月●●日

発議事項 □指示　□協議　□通知　□承諾　□提出　■報告　□届出　□その他（　　　　　　　）

（内容）

　下水道法第16条に基づく下水道施設工事の施工に伴い、淡路市都市整備部下水道課　■■氏と下記の事項について

協議を行った。

1.人孔種別について

　①No.●については合流点であるため１号人孔とする。

　②No.●については、本来楕円人孔であるが、季節配水管が支障となり人孔設置個所が狭小であるため

　　小口径塩ビ人孔とする。

2.人孔蓋について

　大型車の侵入がないため人口鉄蓋については、T-14とする。

申
請
者

上記について □了解 ・□協議 ・□提出 ・□報告 ・□届出 します。

平成　　年　　月　　日

処
理
・
回
答

管
理
者

上記について □指示 ・□承諾 ・□協議 ・□通知 ・□受理 します。

平成　　年　　月　　日

記入例



淡路市長　　　　　様

申請者 住　所 　淡路市■■●●番地

氏　名 　淡路　太郎 　　　㊞

電　話 　0799-●●-●●●●

　下記の工事について、完了しましたので関係書類を添付して届け出ます。

承 認 番 号

施 工 箇 所

工 事 完 了 日

　・工事写真

※工事写真には、以下の状況を撮影したものを添付してください。

※市記入欄

検査年月日

検 査 結 果

備 考

記載例

　①工事着手前及び完成後（全景及び各ポイント毎）　②管布設状況　③砂基礎厚検測　④埋戻転圧状況
　及び一層仕上り厚（20cm以下）検測　⑤埋設表示テープ設置状況　⑥既設マンホール削孔状況及び管
　接続状況　⑦マンホール基礎施工状況及びマンホール据付状況　⑧取付管布設状況（支管、曲管等の
　部材を含む）及び公共桝設置状況（蓋を含む）　⑨既設構造物（道路側溝等）下越し状況　⑩舗装復旧施

　工状況及び仕上り厚検測

検査員平成　　年　　月　　日

下水道施設工事完了届（下水道法第１６条関係）

平成●●年●●月●●日

平成●●年●●月●●日付け　　淡下発第●●●●●号の●

平成●●年●●月●●日

添 付 書 類
　縦断図（本管布設の場合）・横断図・構造図・舗装復旧断面図・公共桝設置位置図

淡路市生穂新島8番地

「公共下水道工事承認



淡路市長　　　　　　　　様

申請者 住　所 　淡路市■■●●番地

氏　名 　淡路　太郎 　　　㊞

電　話 　0799-●●-●●●●

　下記の施設については、工事完了検査の結果、合格したので淡路市に引き継ぎます。

本 管 　φ　　　　　mm Ｌ＝　　　　　　　ｍ

人 孔 １号 箇所

楕円 箇所

塩ビ製 箇所

　その他（　　　　　　　） 箇所

取 付 管 　φ　150　mm Ｌ＝　1.50　ｍ 〔 1箇所　〕

公 共 桝 箇所

　　生じた場合は、当方が責任をもって復旧、解決します。

1

　・引き継いだ施設の瑕疵補償期間は、引継後１年間とし、この期間内に工事箇所に支障が

引
 
継
 
物
 
件

誓 約 事 項

平成●●年●●月●●日付け　　淡下発第●●●●●号の●承 認 番 号

下水道施設工事引継書（下水道法第１６条関係）

平成●●年●●月●●日

施 工 箇 所 淡路市生穂新島8番地

記載例


